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「Ｗａｔｅｒ」
琵琶湖岸で撮影

「川」

「え、これがガラス細工？」

初めてバーナーワークのガラス工芸を

見た人は皆がそう思うに違いない。例

えば、水道の蛇口から飛び散る水滴を

表現した作品「Ｗａｔｅｒ」。一粒一粒が本

物の水滴に見える。

一般的なガラス工

芸は、高温の溶解

炉で溶かしたガラ

スを吹いてさおに

巻き取り、息を吹き

込んで形を作るが、

竹川さんはスタン

ドタイプのバーナーの炎でガラスを溶

かして形を作る。素材も一般的なガラ

ス工芸で使うソーダガラスではなく硬

質ガラス。実験用ガラス器具の材料に

使われるもので、急激な温度変化に強

く、細かな細工に向いている。さまざ

まな色の管や棒状の硬質ガラスを素材

に作品が作り出されていく。

「Ｗａｔｅｒ」の水滴はバーナー

で溶かしたガラスをピン

セットなどで曲げ、一粒

一粒作り出したもので、完

成に１週間以上かかった。

きっかけは13年前、軽い気持ちで長浜・

黒壁の吹きガラス教室に通ったこと。

そこでバーナーワークのガラス工芸を

知り、表現の多様さのとりこになった。

吹きガラスのように大がかりな設備が

いらず、手軽に机の上で作業ができる

のも魅力だった。その後、京都のプロ

養成講座に通って腕を磨いた。

「常に左手でガラス管を回しながら均

一にバーナーの炎を当て、手の動かし

方を調節しながら管を吹きます。思っ

た以上に難しく、まともに丸

く吹けるようになるまで

１年以上もかかりました。

台所にバーナーを置い

て毎日練習しました」

01年、世界的なガラス作

品公募展「ニューヨーク州コー

ニング美術館 Ｎｅｗ Ｇｌａｓｓ 

Ｒｅｖｉｅｗ23」に入選した。ペンチやピ

ンセット、ナイフ、コテなどさまざま

な道具を駆使して初めて可能な複雑な

構造の作品や、1㍍ほどの大きな作品

まで作るようになった。05年、自宅の

庭に念願の工房を開いた。

身近に体験したことや、見たものから

創作意欲をかきたてられる。犬の散歩

に出かけ、美しく咲く草花や川で見つ

けたアユやカイツブリ、カルガモ、カワ

セミなどをモチーフに作品を作る。透

明な素材だからこそ表現できる「水」も

好きなテーマだ。

「夫と一緒に琵琶湖岸に出かけ、自然の中

で自分の作品の写真を撮ることがありま

す。太陽の光を浴びてガラスがキラキラ

光り、背景の琵琶湖と重なって感動します」

近々新しい工房を彦根市内にオープン

する予定。今は不定期なガラス工芸教

室を定期的に開き、多くの人にバーナー

ワークの魅力を楽しんでもえらえるよ

うにしたいと夢は膨らむ。　（取材・鋒山）
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